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は
が
の
文
芸

俳
句

山
本
喜
代
子（
祖
母
井
）

毛
糸
編
む
膝
に
三
毛
猫
喉
な
ら
す

板
橋　

晴
子（
西
水
沼
）

前
髪
を
阿
修
羅
の
ご
と
く
春
一
番

稲
川　

清
子（
与
能
）

春
一
番
田
畑
の
土
を
巻
き
上
げ
る

稲
見　

満
子（
与
能
）

う
そ
泣
き
を
お
ぼ
え
し
幼
草
萌
ゆ
る

川
柳

為
替
で
は
上
り
下
が
り
で
泣
か
さ
れ
る

関　

ふ
さ
子（
宇
都
宮
市
）

澄
み
き
っ
た
心
を
濁
す
言
葉
尻

鈴
木
勢
津
子（
高
根
沢
町
）

食
べ
ら
れ
る
う
ち
が
花
よ
と
腹
が
出
る

入
江　

光
子（
宇
都
宮
市
）

ト
ラ
ン
プ
で
い
つ
も
楽
し
く
孫
に
負
け

短
歌

火
縄
銃
に
追
い
立
て
ら
れ
し
獣
ら
の

嘆
き
を
称
う
古
文
書
の
あ
り

栁　

治
男（
与
能
）

福
寿
草
目
出
度
き
名
を
ば
冠
り
て

わ
が
庭
先
に
春
の
湧
き
立
つ

佐
山
美
代
子（
下
高
根
沢
）

や
わ
ら
か
き
陽
に
誘
わ
れ
て
頭
だ
す

栗
の
木
の
下
蕗
の
と
う
二
つ
三
つ

白
内
障
の
手
術
迫
れ
ば
余
病
も
つ

吾
が
身
を
思
い
こ
こ
ろ
騒
げ
り

サ
ー
ク
ル
な
ど
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

水
沼　

光
代（
下
延
生
）

加
藤　

秀
男（
市
貝
町
）

荷
見　

泰
一（
芳
志
戸
）

　

随
筆
、
詩
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
を
掲
載
し
た
、

今
年
の「
文
芸
芳
賀
」が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
冊
１
、０
０
０
円
で
町
民
会
館
で
販
売
し
て

い
ま
す
。ぜ
ひ
お
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
町
民
会
館【
☎
０
２
８（
677
）０
０
０
９
】

問

「
文
芸
芳
賀
」第
23
号
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
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